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書
に
寄
せ
て　

兀こ
つ

兀こ
つ

　

兀
兀
は
「
着
実
に
努
力
し
た
り
律
儀
に
働
き
続
け
た
り
す
る
さ
ま
」

（
広
辞
苑
）
と
あ
り
ま
す
。

　

金
融
機
関
、
特
に
信
用
組
合
の
経
営
に
は
奇
手
奇
策
と
い
う
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ひ
た
す
ら
正
直
に
、
一
歩
一
歩
確
実
に
進
ん
で
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

け
ん
し
ん
は
信
用
組
合
と
し
て
の
本
分
に
心
を
注
ぎ
、
収
益
の
み
に

目
を
向
け
る
こ
と
な
く
、
安
全
第
一
を
旨
と
し
て
、
進
む
べ
き
道
か
ら

決
し
て
外
れ
て
は
な
ら
な
い
と
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
小
さ
な
も
の
を
集
め
て
大
き
く
育
て
る
と
い
う
精
神
（「
積

小
致
大
」）
の
も
と
、
決
し
て
効
率
化
だ
け
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
地

域
経
済
の
発
展
等
の
た
め
、
絶
え
ず
自
己
研
鑽
に
努
め
、
業
務
に
邁
進

し
て
お
り
ま
す
。

　

け
ん
し
ん
は
い
つ
ま
で
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
コ
ツ
コ
ツ
と
歩
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

※
「
積
小
致
大
」
…
…
農
政
家
・
二
宮
金
次
郎
（
尊
徳
）
が
自
身
の
経
験
の

中
か
ら
生
み
出
し
た
原
理
。
信
用
組
合
理
論
の
原
点
で
あ
る
。

会長

理事長

表紙および上記の「兀兀」（幡谷祐一書）は商標登録されています。（登録商標第5261970号）



栗
や
柿
な
ど
秋
の
実
り
多
き

笠
間
市
の
南
の
玄
関
口

　

茨
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る

旧
岩
間
町
は
、
平
成
18
（
２
０
０
６
）

年
３
月
に
笠
間
市
と
友
部
町
を
含
め

た
三
市
町
合
併
で
笠
間
市
と
な
り
ま

し
た
。
岩
間
地
区
は
笠
間
市
の
南
の

玄
関
口
で
あ
り
、
南
北
に
走
る
Ｊ
Ｒ

常
磐
線
の
岩
間
駅
西
口
に
降
り
立
つ

と
、
眼
前
に
は
愛
宕
山
が
優
し
い
山

容
を
現
し
、
難
台
山
と
重
な
る
ゆ
る

や
か
な
稜
線
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、

岩
間
の
周
辺
は
穏
や
か
な
空
気
が
流

れ
て
い
ま
す
。

　

愛
宕
山
の
東
に
広
が
る
台
地
に
は

涸
沼
川
・
巴
川
が
流
れ
、
そ
の
川
沿

い
に
肥
沃
な
田
畑
や
平
地
林
が
広
が

り
ま
す
。
栗
や
柿
、
梅
、
ブ
ド
ウ
、

梨
な
ど
の
特
産
品
が
あ
り
ま
す
が
、

特
に
栗
は
国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇

り
ま
す
。
つ
ま
り
日
本
一
の
収
穫
高

を
上
げ
て
い
る
の
が
、
こ
こ
岩
間
な

の
で
す
。
栗
の
季
節
に
な
る
と
県
内

外
か
ら
美
味
し
い
栗
を
求
め
て
多
く

の
人
が
足
を
運
び
、
馴
染
み
の
栽
培

農
家
に
車
で
立
ち
寄
る
姿
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
岩
間
に
２
カ
所
あ
る

農
協
の
直
売
所
で
も
生
栗
や
焼
き
栗

を
は
じ
め
、
ご
当
地
名
物
と
し
て
栗

の
加
工
品
や
栗
ス
イ
ー
ツ
な
ど
が
ず

ら
り
と
並
び
、
地
域
を
あ
げ
て
栗
関

連
の
商
品
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　

岩
間
の
栗
は
県
外
で
も
知
名
度

を
上
げ
て
い
ま
す
が
、
岩
間
に
は

世
界
規
模
で
注
目
を
集
め
る
ス
ポ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
岩
間
駅
の

東
、
常
磐
道
岩
間
イ
ン
タ
ー
か
ら
車

で
５
分
ほ
ど
の
所
に
あ
る
「
合
氣
神

社
」
で
す
。
合
気
道
の
開
祖
、
植
芝

盛
平
氏
が
、
日
本
伝
統
の
武
術
を
極

め
、
厳
し
い
修
行
の
末
に
合
気
道
を

完
成
さ
せ
た
地
が
岩
間
で
す
。
昭
和

18
（
１
９
４
３
）
年
に
創
建
さ
れ
た
、

世
界
で
た
だ
一
つ
の
合
気
道
に
関
わ

る
神
社
で
あ
り
、
合
気
道
を
志
す
人

た
ち
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
〝
聖
地
〟

と
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
中
か
ら
参

拝
者
が
訪
れ
、
隣
接
す
る
合
気
会
茨

城
支
部
道
場
に
は
、
海
外
か
ら
泊
り

が
け
で
訪
れ
て
修
行
に
打
ち
込
む
人

も
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
名
を
誇
示

す
る
こ
と
な
く
町
に
溶
け
込
み
、
簡

素
な
佇
ま
い
で
静
謐
な
空
気
感
を
ま

と
う
、
知
る
人
ぞ
知
る
有
名
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。

愛
宕
山
に
見
守
ら
れ
て

新
た
な
栗
の
品
種
を
開
発

　

そ
ん
な
岩
間
で
、
地
元
の
人
々
に

古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
の
が
、

愛
宕
山
で
す
。
Ｊ
Ｒ
岩
間
駅
か
ら
麓

ま
で
徒
歩
20
分
の
距
離
に
あ
り
、
標
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高
は
３
０
６
メ
ー
ト
ル
。
山
頂
ま
で

歩
い
て
１
時
間
ほ
ど
で
辿
り
着
け
ま

す
。
中
腹
に
は
大
型
駐
車
場
が
整
備

さ
れ
て
お
り
、
車
で
気
軽
に
立
ち
寄

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
周
辺
の
山
々

も
含
め
た
本
格
的
な
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
頂
近
く
の「
あ
た
ご
天
狗
の
森
」

に
は
、
国
産
ヒ
ノ
キ
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
宿
泊
施
設「
ス

カ
イ
ロ
ッ
ジ
」
が
建
ち
並
び
、
太
平

洋
や
霞
ヶ
浦
が
一
望
で
き
る
絶
好
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
森
林
浴
、
夜
は
星
空
観
測
が
楽
し

め
ま
す
。
春
か
ら
秋
の
ハ
イ
シ
ー
ズ

ン
は
、
予
約
が
な
か
な
か
取
れ
な
い

ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で
す
。

　

春
は
桜
の
名
所
と
し
て
、
地
元
の

人
だ
け
で
な
く
県
外
か
ら
訪
れ
る
人

も
い
る
ほ
ど
で
す
。
中
腹
か
ら
山
頂

に
か
け
て
山
桜
や
染
井
吉
野
、
八
重

桜
、
彼
岸
桜
、
大
島
桜
、
河
津
桜
な

ど
種
類
も
多
彩
で
、
開
花
の
時
期
が

少
し
ず
つ
異
な
る
た
め
、
長
い
期
間

お
花
見
が
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

桜
以
外
に
椿
や
ス
ズ
ラ
ン
の
名
所

で
も
あ
り
、
５
月
下
旬
か
ら
８
月
上

旬
に
か
け
て
は
山
の
麓
に
野
生
の
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル
や
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
が
飛

び
交
う
な
ど
、
夏
の
幻
想
的
な
風
情

も
格
別
で
す
。

　

レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
賑
わ

い
を
見
せ
る
愛
宕
山
で
す
が
、
山

頂
に
あ
る
愛
宕
神
社
は
、
大
同
元

（
８
０
６
）
年
に
建
立
さ
れ
た
歴
史

あ
る
神
社
で
、
日
本
三
大
火
防
神

社
の
ひ
と
つ
に
名
を
連
ね
ま
す
。
本

殿
の
奥
に
は
飯
綱
神
社
が
あ
り
、
さ

ら
に
奥
へ
進
む
と
愛
宕
山
に
住
ん

で
い
た
と
い
う
十
三
天
狗
を
祀
っ
た

「
十
三
天
狗
の
祠
」
が
あ
り
ま
す
。

愛
宕
山
が
か
つ
て
岩
間
山
と
呼
ば
れ

て
い
た
頃
、
筑
波
山
、
加
波
山
と
並

ぶ
、
天
狗
の
修
行
の
山
だ
っ
た
と
い

わ
れ
、
天
狗
が
修
行
し
た
場
と
い
う

石
尊
な
ど
、
天
狗
に
ち
な
む
見
所
が

そ
こ
か
し
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
岩
間
は
、
や
き
も
の

の
町
と
し
て
有
名
な
笠
間
市
の
別
の

側
面
を
担
う
、
魅
力
に
富
ん
だ
地
域

で
す
。
岩
間
も
農
業
生
産
者
の
高

齢
化
と
い
う
課
題
を
例
外
な
く
抱

え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
状
況
に
手
を

こ
ま
ぬ
い
て
い
な
い
行
動
力
を
備
え

て
い
ま
す
。
１
万
年
も
の
ニ
ホ
ン
グ

リ
の
歴
史
の
な
か
で
も
初
め
て
と
い

う
、
画
期
的
な
栗
を
開
発
し
た
の
で

す
。
鬼
皮
と
一
緒
に
渋
皮
が
簡
単
に

剥
け
る
「
ぽ
ろ
た
ん
」
と
い
う
新
た

な
品
種
で
、
栗
の
改
植
に
よ
る
造
成

費
用
の
一
部
を
笠
間
市
が
助
成
す
る

な
ど
、
普
及
へ
の
取
組
み
に
市
も
前

向
き
で
す
。

1200 年以上の歴史をもつ愛宕神社

合
気
道
の
開
祖
が
創
建
し
た
由
緒
あ
る
合
氣
神
社

海
外
か
ら
も
修
行
に
訪
れ
る
合
気
会
茨
城
支
部
道
場

鳥居をくぐると愛宕神社への参道が続いている

あたご天狗の森の宿泊施設スカイロッジ
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契りきなかたみに袖をしぼりつつ
　　　　　　すゑの松山なみこさじとは

清原元輔

5

　

け
ん
し
ん
岩
間
支
店
は
、
Ｊ
Ｒ
岩
間

駅
の
北
東
、
徒
歩
７
分
ほ
ど
の
距
離
に

あ
り
ま
す
。
岩
間
が
茨
城
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
あ
る
よ
う
に
、
岩
間
支
店
も
ま
た
、

昭
和
61
（
１
９
８
６
）
年
に
開
設
し
、
け

ん
し
ん
84
店
舗
中
42
番
目
と
い
う
真
ん

中
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

岩
間
支
店
で
は
独
自
に
「
良
識
あ
る

職
場
環
境
」

を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、

職
員
全
員

が
上
か
ら
の

指
示
を
待
つ

の
で
は
な
く

〝
考
動
〟
し
、

目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
日
々
努
め

て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
に
赴
任
し
て
き
た
森
田
英

俊
支
店
長
は
、「
岩
間
は
栗
や
米
の
卸
業

や
販
売
業
に
携
わ
る
人
を
は
じ
め
、
個

人
事
業
主
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
各

業
種
の
仕
組
み
を
知
っ
て
こ
そ
、
柔
軟
な

対
応
や
ご
提
案
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
を

職
員
間
で
共
有
し
、
さ
ら
に
知
識
を
深

め
て
い
く
。
こ
う
し
た
職
場
環
境
を
強

化
し
、
お
客
さ
ま
と
歩
み
を
共
に
し
て
い

き
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

岩
間
の
地
域

産
業
を
サ
ポ
ー

ト
し
、
お
客
さ

ま
と
直
接
顔
を

合
わ
せ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
。
そ
ん
な

地
元
密
着
の
取

組
み
と
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
軽
さ

を
備
え
た
岩
間

支
店
で
す
。

岩
間
の
特
色
を
生
か
し

柔
軟
に〝
考
動
〟し
て
地
域
に
貢
献
す
る
岩
間
支
店

百人一首 42 番の歌。「かたく約束したでしょう。お互いに涙を流しなが
ら末の松山を波が越えることがないように、二人の心は末永く変わるこ
とはないと」と、心変わりした恋人への恨みを込めて詠んだ歌です。「末
の松山」は陸奥国（宮城県）の歌枕で、ここを波が越えることは決して
ありえないことから、男と女が心変わりしないと契るたとえにされてい
ます。作者は清少納言の父で、この歌は『後拾遺集』に収録されています。

岩間支店の百人一首持ち歌㊷

岩間支店
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役立ち！マネー通
結婚・子育て資金と

教育資金に関する贈与税の非課税制度

結
婚
・
子
育
て
資
金
の
一
括
贈
与

　

平
成
27
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
っ
て
、「
結
婚・

子
育
て
資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る
贈
与
税
の
非

課
税
措
置
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
平

成
31
年
3
月
31
日
ま
で
の
時
限
措
置
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
結
婚
や
子
育
て
の
た
め
の
資

金
を
、
祖
父
母
や
父
母
な
ど
の
直
系
尊
属
が

孫
や
子
な
ど
に
一
括
贈
与
し
た
場
合
、
受
贈
者

（
孫
や
子
な
ど
贈
与
を
受
け
る
人
）
１
人
に
つ
き

１
０
０
０
万
円
ま
で
が
非
課
税
に
な
る
と
い
う

も
の
で
す
。
受
贈
者
は
、
20
歳
以
上
50
歳
未
満

と
い
う
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

結
婚
資
金
は
３
０
０
万
円
を
限
度
と
し
て
、

一
定
期
間
内
に
支
払
わ
れ
た
挙
式
や
披
露
宴
、

衣
装
代
等
の
費
用
、
家
賃
や
敷
金
等
の
新
居
費

用
、
転
居
費
用
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
費
用
は
、
不
妊
治
療
、

妊
婦
健
診
、
分
娩
、
産
後
ケ
ア
等
の
費
用
が
対

象
で
す
。

　

育
児
に
要
す
る
費
用
は
、
生
ま
れ
た
子
ど
も

の
医
療
費
、
幼
稚
園・保
育
所
等
の
保
育
料
（
ベ

ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
代
を
含
む
）
な
ど
が
対
象
で
す
。

　

も
し
も
一
括
贈
与
さ
れ
た
資
金
を
受
贈
者
が

使
い
切
ら
な
い
う
ち
に
、
祖
父
母
や
父
母
な
ど

贈
与
を
し
た
人
（
贈
与
者
）
が
死
亡
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
残
額
は
受
贈
者
が
贈
与
者
か
ら
相

続
等
に
よ
り
取
得
し
た
こ
と
と
さ
れ
、
相
続
税

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
受
贈
者
が
50
歳

に
達
し
た
場
合
、
残
額
が
あ
れ
ば
そ
の
分
は
贈

与
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

教
育
資
金
の
一
括
贈
与

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
「
教

育
資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る
贈
与
税
の
非
課
税

措
置
」
は
、
平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で
に
期
間

が
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
教
育
の
た
め
の
資
金
を
、
祖

父
母
や
父
母
な
ど
の
直
系
尊
属
が
孫
や
子
な
ど

に
一
括
贈
与
し
た
場
合
、
受
贈
者
１
人
に
つ
き

１
５
０
０
万
円
ま
で
が
非
課
税
に
な
る
と
い
う

も
の
で
す
。
受
贈
者
は
30
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

が
条
件
で
す
。

教育資金の一括贈与の仕組み（例）

平
成
27
年
４
月
か
ら
、
祖
父
母
や
父
母
が
20
歳
以
上
50
歳
未
満
の
孫
や
子
に
結
婚
・
子
育
て
資

金
を
一
括
贈
与
し
た
場
合
、
贈
与
税
の
非
課
税
措
置
の
特
例
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
祖
父
母
や
父
母
が
孫
や
子
に
教
育
資
金
を
一
括
贈
与
し
た
場
合
に
受
け
ら
れ
る
贈

与
税
の
非
課
税
措
置
の
特
例
も
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。
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非
課
税
措
置
の
対
象
と
な
る
教
育
資
金
と

は
、
保
育
所
・
幼
稚
園
、
小
学
校
か
ら
大
学
院

ま
で
の
学
校
、留
学
先
の
学
校
、学
習
塾
、ス
ポ
ー

ツ
や
お
け
い
こ
ご
と
の
教
室
等
に
支
払
う
費
用

や
、
必
要
な
学
用
品
等
の
代
金
、
通
学
定
期
代
、

留
学
の
た
め
の
渡
航
費
で
す
。
た
だ
し
学
校
等

以
外
に
支
払
う
金
額
は
５
０
０
万
円
が
限
度
で

す
。

　

受
贈
者
が
30
歳
に
な
っ
た
時
点
で
贈
与
額
を

使
い
切
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
残
っ
た
金
額

は
贈
与
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

非
課
税
制
度
の
利
用
の
し
か
た

　

教
育
資
金
の
非
課
税
措
置
を
受
け
る
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
こ
の
制
度
の
取
り
扱
い
を
行
っ
て

い
る
金
融
機
関
に
、
受
贈
者
の
教
育
資
金
贈
与

専
用
口
座
を
開
設
し
ま
す
。
受
贈
者
１
人
に
つ

き
、
１
口
座
が
必
要
で
す
。

　

口
座
開
設
に
は
、
本
人
確
認
書
類
や
受
贈
者

と
贈
与
者
の
関
係
を
確
認
す
る
書
類
、
贈
与
契

約
書
な
ど
が
必
要
で
す
。
同
時
に
、
教
育
資
金

贈
与
非
課
税
申
告
書
の
提
出
も
必
要
で
す
。
こ

れ
は
金
融
機
関
を
通
し
て
税
務
署
に
提
出
さ
れ

ま
す
。
贈
与
者
は
、
口
座
開
設
時
な
ど
に
贈
与

資
金
を
入
金
し
ま
す
。

　

受
贈
者
は
、
教
育
に
関
す
る
支
払
い
を
行
っ

た
際
に
領
収
証
な
ど
（
支
払
い
の
証
明
と
な
る

書
類
）
を
も
ら
い
ま
す
。
こ
れ
を
提
出
期
限
内

に
専
用
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
に
提
出
し
て
資

金
を
引
き
出
し
ま
す
。
こ
の
手
続
き
を
行
う
こ

と
で
、
支
払
っ
た
分
が
非
課
税
措
置
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

結
婚
・
子
育
て
資
金
の
非
課
税
措
置
を
利
用

す
る
場
合
も
同
様
で
す
。
金
融
機
関
で
受
贈
者

の
結
婚
・
子
育
て
資
金
贈
与
専
用
口
座
を
開
設

し
て
、
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　

専
用
口
座
は
、
教
育
資
金
の
場
合
は
受
贈
者

が
30
歳
に
な
っ
た
時
点
で
、
結
婚
・
子
育
て
資

金
の
場
合
は
50
歳
に
な
っ
た
時
点
で
、
契
約
の

終
了
と
な
り
解
約
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

けんしん教育資金贈与専用預金
けんしん結婚・子育て資金贈与専用預金

をご利用ください

「教育資金の一括贈与に係る贈与税の非課税措置」または「結婚・子育て資金の
一括贈与に係る贈与税の非課税措置」を受けるには、それぞれ専用口座を、1人
あたり１口座開設することが必要です。けんしんは、これらの非課税制度の取扱
金融機関です。けんしんの専用口座をご利用ください。
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話
し
て
い

ま
し
た
。

　

10
月
14

日
に
は
、

「
道
徳
」

授
業
の
研

究
指
定
校

の
先
生
方

を
対
象
に
、「
躾し
つ
け
」
を
演
題
に
講
演

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
現
在
、
茨
城

県
で
は
高
校
1
年
生
で
「
道
徳
」
を

必
修
化
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
28
年

度
よ
り
こ
れ
を
高
校
2
年
生
ま
で
拡

茨
城
県
の
道
徳
教
育
に
尽
力

幡
谷
祐
一
会
長
、「
道
徳
」の
授
業
で
講
演

充
（「
道
徳
プ
ラ
ス
」
と
呼
称
）
す

る
予
定
で
す
。「
道
徳
プ
ラ
ス
」
の

導
入
に
先
立
ち
、
授
業
を
行
う
先

生
方
へ
幡
谷
会
長
か
ら
激
励
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
9
月
末
ま
で
に
9
回
実
施

ニ
セ
電
話
詐
欺
防
止
訓
練
を
実
施

　

職
員
の
意
識
向
上
の
結
果
、
平
成

27
年
1
月
～
9
月
に
お
い
て
15
件

（
約
２
７
０
０
万

円
）
の
未
然
防

止
が
図
ら
れ
、

11
店
舗
が
警
察

か
ら
表
彰
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
渉
外

係
は
「
ニ
セ
電
話

詐
欺
を
撃
退
!!
」

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

携
行
し
、
お
客
さ
ま
へ
の
注
意
喚
起

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

け
ん
し
ん
で
は
、
ニ
セ
電
話
詐
欺

防
止
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
各

地
域
の
警
察
署
と
連
携
し
て
支
部
ご

と
に
順
次
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年

度
は
こ
れ
ま
で
に
9
回
の
訓
練
（
参

加
人
数
３
１
１
人
）
を
実
施
し
ま
し

た
（
9
月
末
時
点
）。

　

訓
練
で
は
、
警
察
官
が
被
害
者

　

け
ん
し
ん
の
幡
谷
祐
一
会
長
は
9

月
28
日
、
茨
城
県
立
並
木
中
等
教
育

学
校
の
「
道
徳
」
の
授
業
に
ゲ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
招
か
れ
、
2

年
生
約
１
６
０
人
を
前
に
講
演
を
行

い
ま
し
た
。（
演
題
は
「
道
徳
と
は

人
に
不
快
感
を
与
え
な
い
こ
と
」。）

　

幡
谷
会
長
は
、
人
と
接
す
る
場
合

の
態
度
・
行
為
・
言
葉
遣
い
等
、
人

の
「
し
ぐ
さ
」
で
他
人
に
不
快
感

を
与
え
な
い
こ
と
が
大
切
と
説
き

ま
す
。「
し
ぐ
さ
」
と
は
、
人
が
何

か
す
る
と
き
の
ち
ょ
っ
と
し
た
動
作

役
を
演
じ
、
窓
口
で
現
金
の
引
き
出

し
を
要
求
し
ま
す
。
窓
口
の
職
員
は

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用
い
な
が
ら
対

応
し
、
現
金
引
き
出
し
を
阻
止
し
よ

う
と
懸
命
の
説
得
を
試
み
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
警
察
に
通
報
し
て
警
察

官
が
窓
口
を
訪
問
す
る
ま
で
の
流
れ

を
確
認
し
ま
し
た
。

や
身
の
こ
な
し
の
こ
と
で
あ
り
、
ま

た
体
に
染
み
付
い
た
瞬
間
の
技
で
あ

り
、
平
素
か
ら
研
鑽
し
て
身
に
付
け

て
お
く
こ
と
が
大
事
と
い
う
こ
と
で

す
。
続
い
て
、
決
め
ら
れ
た
こ
と
は

必
ず
守
る
心
構
え
や
、
時
間
を
大
切

に
し
て
「
人
間
一
生
勉
強
」
と
の
姿

勢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
大
切
と
話

し
ま
し
た
。

　

受
講
後
、
生
徒
の
一
人
は
、「
勉

学
に
励
み
、
周
り
の
人
に
感
謝
し
な

が
ら
、
相
手
の
気
持
ち
を
察
す
る
こ

と
が
で
き
る
人
間
に
な
り
た
い
」
と

10 月 14 日に茨城県教育研修センター（笠間市平町）
で高校の先生方を対象に行われた幡谷会長の講演会渉外係がいつも携行しているリーフレット
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中
小
企
業
の
相
談
窓
口

「
茨
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結

　

け
ん
し
ん
は
、
県
内
中
小
企
業
等

が
抱
え
る
経
営
課
題
の
解
決
を
目
的

と
し
て
、
茨
城
県
中
小
企
業
振
興
公

社
お
よ
び
県
内
金
融
機
関
と
「
茨
城

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
に
関
す
る
連

携
協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
と
は
、
中

小
企
業
等
の
困
難
な
経
営
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
相
談
窓
口
で
す
。
中

小
企
業
支
援
に
優
れ
た
能
力
・
知

識
・
実
績
等
を
有
す
る
専
門
家
を
配

置
し
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
助
言
や

紹
介
を
行
い
ま
す
。（
売
上
拡
大
・

販
路
拡
大
・
経
営
改
善
・
創
業
・
事

業
承
継
・
Ｉ
Ｔ
化
な
ど
、
経
営
上
の

あ
ら
ゆ
る
悩
み
に
対
応
。
相
談
は
無

料
。）

　

こ
れ
ま
で
、
同
公
社
や
各
金
融
機

関
は
、
独
自
に
経
営
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
し
た

が
、
高
度
化
・
多
様
化
す
る
企
業
の

要
望
に
対
応
す
る
た
め
、
今
後
は
相

互
に
連
携
し
て
問
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

同
じ
企
業
に
融
資
を
行
う
金
融
機
関

同
士
が
協
調
・
連
携
を
図
り
や
す
く

な
り
、
企
業
側
か
ら
見
て
も
相
談
・

支
援
が
よ
り
受
け
ら
れ
や
す
く
な
る

な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

け
ん
し
ん
で
は
、
今
後
と
も
、
地

域
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
地
域
創
生

に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
。連 携 内 容 中小企業の経営課題全般を支援内容とするが、

特に「地域産業の競争力強化」に資する以下の
中小企業支援を中心に連携していく。
　（1）創業・第二創業・ベンチャー企業支援、

地域資源を活用した事業支援
　（2）中小企業の生産性・付加価値向上支援
　（3）販路拡大支援
　（4）海外展開支援
　（5）事業承継・事業再生・経営改善支援
　（6）農林水産業の成長産業化支援
　（7）サービス産業の活性化支援

連携協定締結先 （公財）茨城県中小企業振興公社、茨城県信用
組合、（株）常陽銀行、（株）筑波銀行、水戸信
用金庫、結城信用金庫、（株）日本政策金融公
庫 水戸支店、（株）商工組合中央金庫 水戸支店

8 月 31 日に行われた締結式の様子。けんしんの渡邉理事長（左から 2人目）と県内金融機関の代表者等。（茨城県庁にて）
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のお約束

《
経
営
理
念
》

「
以い

身し

ん

作さ

く

則そ
く

（
遵
法
）」

こ
こ
で
い
う
と
こ
ろ
の
則
と
は
、
１
．
則
る
べ
き
物
事
、
２
．
標
準
と
し

て
守
る
べ
き
事
柄
、
で
す
。

以
身
作
則
と
は
、
総
て
に
お
い
て
、
自
ら
守
る
べ
き
規
則
を
決
め
て
、 

模
範
と
な
る
行
動
を
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

「
徳と

く

者は

じ事
業ぎ

ょ
う

之の

基も

と

」

人
に
は
人
徳
が
あ
る
よ
う
に
、
企
業
に
も
徳
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

企
業
の
徳
に
は
、
ご
ま
か
し
の
な
い
営
業
、
相
互
信
頼
の
確
立
、
そ
し

て
胸
を
張
っ
て
仕
事
が
出
来
る
こ
と
、
こ
れ
が
必
要
で
す
。
職
員
一
人
ひ

と
り
の
誠
実
さ
が
企
業
の
徳
を
形
成
し
ま
す
。

《
経
営
の
信
条
》

安
全
第
一

お
客
さ
ま
の
資
産
を
守
る
た
め
、
安
全
性
を
最
優
先
事
項

と
し
て
業
務
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

奉
仕
第
二

地
域
の
み
な
さ
ま
と
の
共
生
を
目
指
し
、
公
共
の
た
め
、
地

域
の
た
め
に
尽
く
し
ま
す
。

収
益
第
三

収
益
は
、
地
域
社
会
や
お
客
さ
ま
か
ら
の
賜
り
も
の
と
し

て
大
切
に
し
ま
す
。

は、信用組合の設立理念である相互扶助の精神に基づき、組合員を中

心とした茨城県内の中小事業者および勤労者の経済活動を側面から支援し、もっ

て地域社会の発展および公共の福祉に貢献する金融機関を目指してまいります。

コ

ン

プ

ラ

イ

ア

ン

ス
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け
ん
し
ん
職
員
は
行
動
指
針
を
守
り
、
み
な
さ

ま
に
献
身
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
標

語
を
掲
げ
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
業
務
に
あ
た

る
心
構
え
を
指
し
示
す
七
戒
を
常
に
念
頭
に
置

い
て
み
な
さ
ま
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

　

七
戒

　
　
（
な
な
つ
の
い
ま
し
め
）

遵
法
不
怠

（
じ
ゅ
ん
ぽ
う
を　

お
こ
た
ら
ず
）

緊
張
不
懈

（
き
ん
ち
ょ
う
を　

ゆ
る
め
ず
）

跂
者
不
立

（
つ
ま
だ
つ
も
の
は　

た
た
ず
）

禮
節
不
失

（
れ
い
せ
つ
を　

う
し
な
わ
ず
）

業
容
不
焦

（
ぎ
ょ
う
よ
う
を　

あ
せ
ら
ず
）

客
心
不
忘

（
か
く
し
ん
を　

わ
す
れ
ず
）

萬
年
不
憂

（
ま
ん
ね
ん　

う
れ
え
ず
）

信
組
人　

十
一
戒

誠
実
で
あ
る

礼
儀
正
し
い

信
義
を
重
ん
じ
る

質
素
で
あ
る

控
え
目
で
あ
る

親
切
で
あ
る

明
朗
で
あ
る

奉
仕
す
る

規
則
を
守
る

心
豊
か
で
あ
る

家
庭
を
大
切
に
す
る

遺
　
訓

心は豊かに
生活は質素に

法治国家の
民らしく

茨
城
県
信
用
組
合
の
創
業
者
幡
谷
仙
三
郎
翁
の
遺
訓
は
、
誰
も
が
納
得

で
き
る
人
生
の
指
針
と
し
て
、
職
員
を
導
い
て
い
ま
す
。

写
真
：
創
業
者
仙
三
郎
翁
遺
訓
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筑西市二木成 80-3

筑西市門井 1973

筑西市海老ヶ島 755-1

筑西市関本中 1081-15

下妻市下妻丁 106-4

古河市東 4-19-36

古河市諸川 896-1

古河市女沼 1526-15

常総市水海道諏訪町 3280-2

常総市本石下 4601

結城市結城白山 638

坂東市辺田 1525

結城郡八千代町菅谷 1177-5

猿島郡境町向地 805-9

桜川市明日香 2-47

店番

県
西
地
区

鹿
行
地
区

所在地 電話番号 貸金庫

店　名 所在地 電話番号 貸金庫

土浦市中央 2-10-19

土浦市千束町 5-4

土浦市荒川沖東 2-19-1

土浦市神立中央 2-1-25

土浦市東並木町 3391-1

つくば市大曽根 3241-1

つくば市吉沼 1110-5

つくば市台町 2-14-5

つくば市高見原 5-1-25

つくば市春日 2-27-1

石岡市府中 1-4-12

石岡市東光台 3-1-15

取手市新町 5-16-10

取手市藤代 556-2

守谷市百合ヶ丘 3-2787-144

龍ヶ崎市若柴町 3069-1

牛久市栄町 5-17-3

稲敷郡阿見町阿見 2265-4

稲敷市江戸崎甲 2561-2

つくばみらい市谷井田 501-8

店　名 所在地 電話番号 貸金庫

土　浦
千束町
荒川沖
神　立
土浦並木
大　穂
吉　沼
谷田部
茎　崎

つくば中央
石　岡
石岡東
取　手
藤　代
守　谷
佐　貫
牛　久
阿　見
江戸崎
伊　奈

029-821-5114

029-824-0711

029-842-3377

029-831-9251

029-835-0511

029-864-0211

029-865-1234

029-836-5411

029-871-1121

029-860-2323

0299-22-5131

0299-26-8910

0297-73-3121

0297-82-7711

0297-48-3231

0297-66-1432

029-874-2188

029-888-1121

029-892-8100

0297-58-9111

○

○

ー

ー

○

○

ー

ー

○

○

ー

○

○

○

○

ー

○

○

○

○

0296-24-5131

0296-57-4311

0296-52-6100

0296-37-7221

0296-43-2131

0280-32-7411

0280-76-5811

0280-92-7900

0297-22-2511

0297-42-1020

0296-32-4466

0297-35-1811

0296-49-2211

0280-86-7755

0296-75-1101

○

ー

○

○

ー

○

ー

○

○

○

○

○

○

ー

○

鹿嶋市宮中 5207-1

神栖市神栖 1-17-16

神栖市知手中央 1-17-25

神栖市波崎 7578-5

鉾田市新鉾田西 2-2-3

潮来市上戸 215-1

鹿　島
神　栖
知　手
波　崎
鉾　田
潮来牛堀

0299-83-7422

0299-92-1917

0299-96-5000

0479-44-3511

0291-34-1100

0299-80-3535

ー

○

○

ー

○

○

水戸市大町 2-3-12

水戸市上水戸 3-3-28

水戸市本町 3-2-29

水戸市笠原町 1374-10

水戸市大塚町 1863-25

水戸市中央 2-6-2

水戸市見和 1-300-68

水戸市元吉田町 1546-8

水戸市内原町 1431-5

水戸市笠原町 1566-3

水戸市泉町 1-1-1

水戸市元山町 1-6-26

水戸市赤塚 1-1

笠間市笠間 1593

笠間市美原 1-1-34

笠間市下郷 4542-138

小美玉市中延 141

小美玉市部室 1111-3

東茨城郡茨城町小堤 1022

東茨城郡大洗町磯浜町 641-2

店番

県
央
地
区

店　名 電話番号 貸金庫

本店営業部
上水戸
下　市
千　波
赤　塚
駅　南
見　和
吉　田
内　原
県庁前
泉　町

偕楽園前（出）
赤塚駅前（出）
笠　間
友　部
岩　間
小　川
美野里
奥　谷
大　洗

029-231-2131

029-231-3246

029-224-0123

029-241-0231

029-254-4151

029-231-1681

029-254-2855

029-248-3371

029-259-6122

029-301-1500

029-300-7211

029-302-5511

029-309-5625

0296-72-1224

0296-77-1166

0299-45-7175

0299-58-2121

0299-48-4511

029-292-1165

029-266-2121

○

○

○

○

○

○

ー

○

ー

○

○

ー

ー

ー

○

ー

○

○

○

ー

ネットワーク
茨城県全域に広がる84店舗のネットワーク

県庁前支店（水戸市）

潮来牛堀支店（潮来市）湊支店（ひたちなか市）

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
（
水
戸
市
）

常
陸
太
田
支
店

（
常
陸
太
田
市
）

平成27年11月1日現在

日立市若葉町 1-18-18

日立市多賀町 2-16-5

日立市日高町 1-7-27

日立市大みか町 1-1-10

日立市神峰町 4-13-10

日立市久慈町 2-9-27

日立市十王町友部 1644-5

日立市台原町 2-13-8

ひたちなか市湊本町 6-16

ひたちなか市堀口中原 685-3

ひたちなか市中根 884-12

ひたちなか市東石川 1640-1

ひたちなか市高場 536-1

ひたちなか市東石川雷 3527-3

ひたちなか市津田 2673-5

北茨城市大津町北町 3-5-8

常陸大宮市上町 861-4

高萩市高萩 27-2

那珂郡東海村舟石川駅西 2-16-16

那珂市菅谷 2279-24

那珂市菅谷 4209

久慈郡大子町池田 2621-1

常陸太田市山下町 1712-2

店番

県
北
地
区

所在地 電話番号 貸金庫

3
14
21
34
75
77
78
83
4
20
56
71
72
73
74
12
35
76
38
44
79
51
92

日　立
多　賀
日　高
大みか
宮　田
久慈浜
十　王
台　原
湊

勝　田
中　根
勝田中央
佐　和
田　彦
津　田
大　津
大　宮
高　萩
東　海
那　珂
菅　谷
大　子
常陸太田

0294-22-5171

0294-36-2171

0294-42-7181

0294-53-5121

0294-21-6221

0294-53-1011

0294-39-6101

0294-36-2511

029-263-3511

029-274-2131

029-276-2511

029-273-3311

029-285-1257

029-275-0211

029-272-1177

0293-46-1148

0295-53-3511

0293-22-4025

029-284-0321

029-295-1112

029-298-3811

0295-72-2521

0294-80-7711

○

○

ー

○

ー

ー

ー

○

○

○

○

○

ー

ー

ー

ー

○

○

ー

ー

ー

○

○

※（出）は、有人出張所
※貸金庫の項目に○があるのは、貸金庫設置店です。

2
29
39
43
68
7
37
40
57
70
9
60
17
64
27
33
45
54
61
58

県
南
地
区

48
23
63
31
66
91

1
13
15
24
32
36
47
49
50
67
69
80
90
5
16
42
6
65
11
18

店　名

下　館
協　和
明　野
関　城
下　妻
古　河
三　和
総　和
水海道
石　下
結　城
岩　井
八千代
境

岩　瀬

店　名

店番

店番

8
28
59
62
10
19
41
53
25
55
26
30
22
46
52

所在地
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教
育
カ
ー
ド
ロ
ー
ン

必要なときにATMで簡単お借入
お子様の専門学校・短大・大学・大学院等の受験料、入学金、授業料や学
生生活を維持するのに必要な資金としてご利用いただけます。（インターネッ
トによるお申込も可能。）

ご返済のシミュレーションなど
詳しくは、

お近くの各支店（84店舗）・
ローン相談室（4 ヵ所）まで

お問い合わせください。

お借入極度額	 100万円～500万円
お 借 入 利 率 	 3.80%（固定金利）※保証料を含みます。
ご 利 用 期 間 	 13年1ヵ月以内 ※在学期間 4 年の場合。
	 在学期間＋入学前期間 9ヵ月＋分割返済期間最長100ヵ月以内

ご 利 用 方 法 	 専用ローンカードを発行いたします。
	 お子様の在学期間中、カードを利用して、ATMにより
	 必要なときにその都度、必要な額をお借入できます。
	 ※ご入学 9ヵ月前からご利用いただけます。

ご 返 済 方 法 	 お子様の在学期間中は元金返済の据置が可能です。
	 ※随時、ATM・窓口でも元金返済は可能。

ホームページアドレス　http://www.kenshinbank.co.jp

ローン相談室オアシス（泉町支店内）	 TEL 0120-611-244
水戸京成百貨店前

ローン相談室つくば（つくば中央支店内）	 TEL 029-860-2323
ローン相談室日立（日立支店内）	 TEL 0294-22-5171
ローンセンタークレオパトラ　	 TEL 029-303-2220
水戸駅南 茨城県近代美術館近く
※ローン相談室は土曜・日曜も営業しています。

平成27年11月1日現在
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財務諸表



経営指標8

経営指標7

約96％

のお客さまのほとんどは、普通預金や定期預金をお預けいただいている個人のみなさまです。その
ほとんどは1,000万円以下の預金者であり、大変多くのみなさまにお預けいただいております。今後とも、信
用組合らしく小口預金を中心に受け入れてまいります。

兀
こ つ

 兀
こ つ

　　　　はこれからも
 兀兀と歩んでまいります。

　　　　はこれからも
 兀兀と歩んでまいります。

兀
こつ

兀
こつ

一心不乱なさま
絶えずつとめるさま

1,000万円以下の預金者の割合

預金金額階層別先数

v

デリバティブ取引

デリバティブに関する取引はございません。



経営指標6

経営指標5

けんしんの純資産は大きく出資金と内部留保で構成されています。平成27年9月末の出資金は203億円、組
合員数は法人を含めて20万6,259人となり、多くのみなさまから支えられています。内部留保は創業以来、
利益の中から蓄積してきたもので、297億円となりました。なお、この内部留保が厚いほど、財務体質が健
全であると言われています。

は、茨城県に住む
15人に1人の方に

出資いただいております。

203億円

出資金

純資産の内訳

iv



経営指標4

経営指標3

11.52％

自己資本比率

iii

自己資本比率は、企業の総資産に対する自己資本（出
資金、積立金など）の割合で、健全経営の最も重要な
指標です。 の自己資本比率は国内基準４％を
大幅に上回り、国際基準の８％も上回って引き続き高
い水準を維持しております。

有価証券の運用については、
安全第一の運用方針のもと
に分散投資を基本として、
長期的で安定的な収益確保
を目指しております。

「満期保有目的の債券」の貸借対照
表計上額は取得原価を、「その他有
価証券」の貸借対照表計上額のうち
時価のあるものは市場価格等に基づ
く時価、時価のないものは取得原価
に基づいて計上しております。



経営指標2

経営指標1

9億3千万円
市場金利は低位での推移が続いており、 
貸出金利息を中心とした資金運用収益が 
減少したものの、経費等の削減が進んだ 
ことから、経常利益は14億7千万円、 
中間純利益は9億3千万円となりました。

平成27年度中間純利益

ii



茨城県信用組合
〒 310-8622 茨城県水戸市大町 2 丁目 3 番 12 号
TEL：029（231）2131（代）
FAX：029（231）3487（代）

のホームページ　http://www.kenshinbank.co.jp/

平成27年9月期

の経営状況


